
 

 

オープンソースカンファレンス 2018 Shimane において 

オープンデータの取組みについて説明しました 

（報告レポート） 

H30.11.27 島根県地域振興部情報政策課 

１．概要 

島根県では、平成 30 年 11 月 23 日（祝・金）に開催されたオープンソースカンファレ

ンス 2018 Shimane に参加し、ライトニングトーク*においてオープンデータの取組みに

ついて説明しました。 

* カンファレンス HP https://www.ospn.jp/osc2018-shimane 
* ライトニングトーク：持ち時間 1 人あたり 5 分のショートプレゼンテーション大会 

２．目的 

島根県では、これまでオープンデータに関するセミナー・研修会等、行政向けの取組み

が中心でしたが、民間企業や研究機関等にもオープンデータについて広く知っていただ

くことが課題であると考えていました。そこで、オープンソースに関わる企業経営者、技

術者や研究者の方等が参加される本カンファレンスの機会を利用させていただき、オー

プンデータの利活用やニーズの募集等について情報発信しました。 

３．説明内容 

カンファレンスの様子は Youtube で配信されています 

（島根県の説明は 6 時間 29 分頃から） 

https://www.youtube.com/watch?v=VsbvDfcgqkU 

【要旨】 

 見てもらうこと（閲覧）から使ってもらう（利

活用）するという考え方のもと、行政データ

のオープンデータ化に取組んでいる（官民デ

ータ活用推進基本法により義務化） 

 取組むメリットが分からないという理由で各

部署の理解が得られず、なかなかオープンデ

ータ化が進まないことに悩んでいる 

 メリットを感じるためには、まずは「使ってもらうこと」が重要であり、当カンファ

レンスに参加されている、島根のエンジニアや研究者の方にデータを使っていただ

き、欲しいデータ等の要望をお寄せいただきたい 

（説明資料抜粋版を別紙に掲載しています） 

  【担当】 

地域振興部 情報政策課 広瀬・田坂 

infosys@shimane.lg.jp TEL:0852-22-6295 
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